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金銭消費貸借契約書
　貸主○○○○（以下「甲」という。）と借主○○○○（以下「乙」という。）は、次のとおり金銭消費貸借契約（以下「本契約」という。）を締結する。
第１条（貸付）
甲は乙に対し、金　　　　　　　　円を貸し付け、乙は、　　　　年　　月　　日、これを受領した。
第２条（利息）
利息は、元金に対し年　　％（1年を365日とする日割計算）とし、乙は、元金の返済とあわせてこれを甲に支払う。
第３条（返済方法）
乙は、元金および利息を、次の方法により、甲の指定する銀行口座に振り込んで返済する。振込手数料は乙の負担とする。
（1）一括返済：　　　　年　　月　　日限り、元金全額およびこれに対する利息を支払う。
（2）分割返済：　　　　年　　月から　　　　年　　月まで、毎月　　日限り、金　　　　　　円ずつ（別紙「返済予定表」のとおり）支払う。
２　返済日が金融機関の休業日に当たるときは、その前営業日までに支払う。
第４条（繰上返済）
乙は、甲に対して事前に通知したうえで、いつでも元金の全部または一部を期限前に返済することができる。この場合の利息は、返済日までの日割計算による。
第５条（遅延損害金）
乙が返済を怠ったときは、乙は、支払うべき金額に対し、支払期日の翌日から支払済みに至るまで、年　　％の割合による遅延損害金を甲に支払う。
第６条（期限の利益の喪失）
乙が次の各号のいずれかに該当したときは、甲からの通知または催告がなくても、乙は当然に期限の利益を失い、直ちに残債務の全額を一括して甲に返済する。
（1）分割金の支払いを2回以上怠ったとき
（2）他の債務について、強制執行、仮差押え、仮処分または競売の申立てを受けたとき
（3）破産手続開始、民事再生手続開始その他これらに類する手続の申立てがあったとき
（4）本契約の条項に違反したとき
（5）乙の所在が不明になったとき
第７条（連帯保証）
連帯保証人○○○○（以下「丙」という。）は、本契約に基づく乙の甲に対する一切の債務について、乙と連帯して保証し、その履行の責任を負う。
２　丙は、本契約の主たる債務が第1条の元金ならびにこれに対する第2条の利息および第5条の遅延損害金であること、ならびに連帯保証人は催告の抗弁および検索の抗弁を有しないことを確認した。
３　乙は、本契約の締結に先立ち、丙に対し、乙の財産および収支の状況、乙が他に負担している債務の有無とその額および履行状況、担保として提供する財産の有無など、保証人になるかどうかの判断に必要な情報を提供し、丙は、その情報の提供を受けたことを確認する。
第８条（費用）
本契約書の作成に要する費用（収入印紙代を含む。）は、乙の負担とする。
第９条（協議・管轄）
本契約に定めのない事項は、甲乙誠意をもって協議して定める。
２　本契約に関する紛争については、○○地方裁判所を第一審の合意管轄裁判所とする。
　本契約の成立を証するため、本書　　通を作成し、各自記名押印のうえ、各1通を保有する。
　　　　年　　月　　日
甲（貸主）
	住所
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乙（借主）
	住所
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丙（連帯保証人）
	住所
	
	

	氏名
	
	印



別紙　返済予定表
	元金
	金　　　　　　　　円

	利率
	年　　　％（1年を365日とする日割計算）

	返済回数・返済日
	　　　回　　毎月　　日



	回
	返済期日
	元金
	利息
	合計
	返済後の元金残高
	受領確認（甲）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



※返済のたびに甲が「受領確認」欄に印を付けておくと、返済の記録になります。振込で返済した場合は、通帳や振込明細もあわせて保管してください。
フォーマットのご提供：大家のプーさん（無断での複製・転載を禁じます）
Format provided by ooya the Pooh. Unauthorized reproduction or redistribution is prohibited.
大家のプーさん　事務の書類ひな形集
このひな形について
（このページは説明用です。印刷するときは、本文のページだけを選んで印刷してください）
■ この書類について
お金を貸し借りするときの契約書です。貸した日・金額・利息・返し方・遅れたときの扱いを書き、親族や知人の間でも「借りたお金」であることをはっきり残せます。
■ 使い方
・貸付日・金額・利率・返済期日を書き込みます。第3条は一括返済か分割返済のどちらかを残し、分割の場合は別紙の返済予定表も埋めてください。無利息にするときは第2条の利率を「0」にします。
・利息は利息制限法の上限（元本10万円未満は年20%、100万円未満は年18%、100万円以上は年15%）を超えないようにしてください。超えた部分は無効になります。
・親族間の貸し借りは、利息を取らない・返済期限を決めないままにすると、税務上は贈与とみなされることがあります。返済は振込にして、記録が残るようにしておくと安心です。
・連帯保証人を付けないときは、第7条と丙の署名欄を削除してください。第7条はこの貸付け1件の保証なので極度額は要りませんが、今後の貸付けもまとめて保証してもらう場合は極度額の定めが必要です。事業のための借入れを個人が保証する場合は、借主の会社の取締役などを除き、契約前1か月以内に公正証書で保証の意思を確認する必要があります。
・契約金額に応じた収入印紙を貼り、消印をします。
■ ご利用の条件
・このひな形は、ご自身のお仕事や暮らしの中で、自由に書き換えてお使いいただけます。
・ひな形そのもの（このファイル）の再配布・販売・ほかのサイトへの転載は、ご遠慮ください。
・このページと、各ページの下にある提供元の表記は、書き換えられないようにしてあります。各ページの下の表記は、Wordで開いたときの画面にだけ出て、印刷には出ません。
■ ご注意
・利息は利息制限法の上限（元本10万円未満は年20%・100万円未満は年18%・100万円以上は年15%、遅延損害金はその1.46倍まで）を超えると超過部分が無効になり、契約書には契約金額に応じた収入印紙（第1号文書。例：100万円超500万円以下は2,000円）が必要です（2026年10月時点。最新の法令をご確認ください）。
・このひな形は、一般的な場面を想定した参考書式です。お使いになる前に、内容がご自身の状況に合っているかをご確認いただき、必要に応じて書き換えてください。
・契約・法律・税金に関わる書類は、使う前に弁護士・司法書士・税理士などの専門家にご相談いただくと安心です。
・このひな形を使ったことで生じた損害については、責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。
フォーマットのご提供：大家のプーさん（無断での複製・転載を禁じます）
Format provided by ooya the Pooh. Unauthorized reproduction or redistribution is prohibited.
フォーマットのご提供：大家のプーさん（無断での複製・転載を禁じます）
Format provided by ooya the Pooh. Unauthorized reproduction or redistribution is prohibited.
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